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Cephradineの 外科 領 域 にお け る基礎 的,臨 床 的検 討

加 藤 繁 次 ・宮 崎 道 夫 ・橋 本 正 夫

田 中 豊 治 ・池 田 武 彦

東京歯科大学外科学教室(主 任 加藤繁次教授)

セファロスポリン系の新規抗生物質であるセフラジン

について若干の基礎的研究ならびに臨床成績について検

討する機会をえたので報告する。

I 血中濃度および胆汁内濃度

総胆管結石にて入院 した58才,男 性に術後3週 間目に

CED500mgを 経 口投与 し,投 与後1,2,3,4,5,6

時 間までの血中濃度および胆汁内濃度を測定 した。測定

法はSarcina lutea ATCC 1001株,培 地にはDlfcoの

Heart Infusion Agar(pH7.2)を 用 いThin Layer

Cup Methodに て行なった。 なお,Standard curveは

pH7.2の リン酸緩衝液(PBC)希 釈 で求めた。血中濃

度では,投 与2時 間後に2.2μg/mlと 減 少,以 後測定不

能 となった。いっぽう胆汁内濃度では総胆管に挿入 した

Ttubeか ら流出する胆汁を経時的に採集 し,そ の濃度

を測定した。 しか し,い ずれも測定不能であ り,他 のセ

ファロスポリン系抗生剤と同様CEDも 胆 汁移行がきわ

めて不良であることが推測 される。血中濃度および胆汁

内濃度に関するわれわれの成績は諸家の報告に比して,

かなり低値 を示 しているが1症 例にすぎず,こ の成績か

ら全体を推測することは適当では な い と考 え て い る

(Fig.1)。

II 感 受 性 分 布

本院外科外来および入院患者の外科的感染症から分離

したStaph.u2reus 22株,F.coli 11株 に対する,CED

を含む各種抗生剤の感受性を寒天平板 希釈法にて測定

した。培地は感受性ディスク用培地を使用 し,各 種抗生

剤が100μg/mlか ら0.09μg/mlに 至 るように,そ れぞ

れ調整 した。なお菌液はBrain Heart Infusionに20時

間培養 したものをスタンプ式接種器で接種 し,20時 間,

37℃ に放置し,肉 眼的集落発生の有 無 に よってMIC

を測 定 した 。本 剤 の&a助.aureusに 対 す る

MICは6.25～0.39μg/mlの 間 に分 布 し,

1.56μg/mlに ピー一ク を示 した。他 の セ フ ァ ロ

ス ポ リ ン系 抗 生 剤 と比 較 してCEXよ り1希

釈 段 階 低 く,CERと は ほ ぼ 同 じMICを 示 し

た、 また,他 の 抗 生 剤 で はGMが 最 もす ぐ

れ た 抗 菌 力 を示 し1.56～0.0gμg/mlの 間 に

分 布 して い る。 い っぽ うE.coli 11株 に対 す

るMICに お い て も,本 剤 は25～6.25μg/ml

の 間 に 分 布 し,Staph.aureusの 場 合 と同 様 に

CEXに 比 して1希 釈 段 階 低 く,ま たCER

とは,ほ ぼ同 じ抗 菌 力 を 示 し た 。E.coliに

対 して もGMが 最 も よ いMICを 示 し6.25

～3 .12μg/mlの 間 に 存 在 した(Table1,2)。

III 組 織 内 濃 度

RatにCED 100μg/mlを 経 口投 与 し,血

清,肝,腎 へ の 移 行 性 をThin Layer CuP

methodに て 測 定 した。 な お検 定 菌,培 地,

StandardのpH希 釈 液 な どは1と 同 様 で あ

Fig. 1 Serum and bile levels of cephradine
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る。経 口的セファロスポリン系抗生剤であるCEXと 比

較すると血中濃度は投与後3(〉分,1時 間 まではCEDが

高値を示 し,2時 間,3時 間後では逆にCEXが 高値を

示している。以後5時 間,8時 間後では,ほ ぼ同じ値で

ある。肝へ の移行は,3時 間値を除いて,す べてCED

がCEXよ りも1.5～2.0倍 高値を示 し,血 清濃度 よりも

30分,1時 間,2時 間値において約3～5倍 高い臓器集

中性 を示 している。ついで腎では,血 清,肝 よりもはる

かに高い値がえられ,30分 値 で血清の約10倍,肝 の2倍

高値を示 している。またCEXと 比較 しても,CEDが

す べて高 く,腎 への移行がきわめて良好で尿路感染症に

対 して,き わめて有用な薬剤であると考えられる(Fig,

2,3)。

Table 1 Sensitivity distribution of Staph. aurelis to cephradine in surgical fields. (22 strains)

Table 2 Sensitivity distribution of E. coli to cephradine in surgical fields. (11 strains)
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IV 臨 床 成 績

各種の外科疾患屯 主として表在性軟部組織感染症23

例 にCED.を カプセル剤 として1月19,3～7日 間投

与 し,そ の臨床効果を検討 した。

効果判定は,本 剤の投与中,発 赤,腫 脹,疹 痛,熱 感,

硬 縞 排膿,起 因菌などの変化が本剤投与後3日 間以内に

消退 したものを著効,5冒 問以内に消退 したものを有効,

以上の所見のうちいずれか1つ 以上が71日 以内に消退し

たものをやや有効,7日 間投与ののちにも,い っさい消

退 しなかったものを無効と判定 した。

年令は20才-76才,男8例,女15例 であり,疾 患別で

は痴が10例,凛 疽が7例,感 染性粉瘤2例,そ の他4例

であった。

起因菌は不明8例 を除いて8如 助.aureusが12株,

Staph.epid,Citrobacter,Proteus vulgariis力 洛1株 検

出された。

Staph. aureus 12株 に対するCEDのMICは6.25

～0 .39μg/mlの 問 に分布 し,3.12μg/mlが5株 で ピ

ー クを示 した。

総合判定は,23例 中著効 を示 したもの11例(47、8%),

有効6例(26%),や や有効5例(21.8%),無 効1例 で

あった(Table3)。

V 副 作 用

23例 中1例 に下痢症状を認めたが1日 後症状も軽決し

以後下痢症状は出現 しなかった。

なお,肝 機能,腎 機能などの臨床機能検査は今回は実

施 しなかった。

総 括

主としてCephrad三neのMIC,組 織内濃度および臨

床効果について報告 したが,本 剤のStaph. aureusお よ

びE.coliに 対するMICはCEXに 比 していずれ も

1希 釈段階低い値を示 し,そ れぞれ6.25～0.39μg/ml,

2.5～6。25μg/mlの 問に分布 している。また,組 織内濃

度は腎への移行がきわめて良好で30分 値で血清の約10倍,

肝 の約2倍 高値を示 している。

臨床効果では,表 在性軟部組織感染症23例 中17例 に有

効で有効率74%で あ った。

以上,本 剤は経 口的セファロスポリン系抗生剤 として

広 く繁用 されているところのCEXと 同様に尿路感染症

を中心 とした中等度感染症に対 して,十 分に使用 しうる

ものと考える。

Fig. 2 Cbncentratiort of cephalexin in serum 

and organs

Fig. 3 Concentration of cephradine in serum 

and organs
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The present paper deals with the MIC, concentration in tissues and clinical effect on cephradine (abbr. 

CED). 

The MICs of cephradine against Staph. aureus and F. coli are all 1 dilution grade lower than those of 

cephalexin, values being distributed between 6. 25-0. 39 pg/ml and 2. 5,...,6. 25 itg/ml respectively. Asto the 

concentrations of cephradine in tissues, transfer in kidney is quite excellent, values at 30 minutes exhibiting 

about 10 times in serum and about 2 times in liver. 

As for the clinical effects of cephraine, the effectiveness was obtained in 17 cases out of 23 cases of super-

ficial soft tissue infections, effective ratio being 74%. 

Cephradine may be thus used satisfactorily for the infections of middle grade centering around urinary 

tract infection, similarly to cephalexin which is widely employed as an oral cephalosporin antibiotic.


